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(4) 日々の施工管理を行う堆積形状予測システムを開発し、平坦性の高い埋立地盤の造成を行い、水深約一 18 m で堆
積形状から逆解析して求めた予測係数を使用して-8m 程度までは同ーの予測係数で施工管理が可能であることを検
証している。また、水深一8m よりも浅水深化した場合は、一山型の堆積形状になり堆積形状から再度逆解析を行い
予測係数を変更して施工管理を行うことができることを示している。
以上のように、本論文は、現行の直投工施工管理方法の問題点を改善するために、これまでに検討例の少ない実工
事における投入作業で、の議論を行っており、平坦性向上に着目した施工管理方法への基礎資料を提供するとともに、
堆積形状予測システムを提案している。また、これらの検討項目は、今後の海上工事における直投工法の施工管理に
役立つものと期待される。よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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